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大規模災害時の福祉支援を考えるセミナー 

「大規模災害時の福祉支援とその受入について」 

 

「東日本大震災と相談支援」 

宮城県社会福祉士会副会長  小 湊 純 一。 
 

 東日本大震災（大津波）の時，宮城県社会福祉士会は何をしていたのか。 
津波の被災地に行き茫然となり，何かをしなければという思いで活動していたものの，

被災された方々の状況や日々変化する必要性に対応できていたのだろうか…。 
活動を振り返り，思うことと活動内容をまとめ，できるだけ時系列に整理してみました。 
 
発災後の早い時期から，日本社会福祉士会を通じ，専門職ボランティアとして全国から

多数，それも継続的にご支援をいただいたことに感謝申し上げます。 
 

１ 東日本大震災で思うこと 

 
（１）地域包括支援センターがあって良かった 

   要介護者同様，要支援高齢者一人ひとりに担当者がついていることと，要支援でな

くても，要援護高齢者には包括支援センターの担当者がついている。 
知的，身障，精神の支援状況を見ると，保護者がいるためなのか，在宅で生活する

障がい者に責任ある担当者がついていなかったことが残念だった。 
地域包括支援センター社会福祉士の本来機能である総合相談，権利擁護という役割

が，生活再建に向けての支援につながるということも良かった。 
 

（２）平常時の活動が非常時に活かされる 

 （宮城県社会福祉士会認定社会福祉士講習） 

   地域包括支援センターに社会福祉士が配属されることに合わせ，平成 17 年から，総

合相談支援，権利擁護を担当できるようにするため，宮城県社会福祉士会が認定する

「認定社会福祉士講習」を実施してきた。全額自費で，年 12 回，講義と演習とレポー

トと合宿を組み合わせた講習にし，宮城県社会福祉士会が相談対応をする等全面的に

バックアップする仕組みにしている。また，法律の専門職も含めた宮城県社会福祉士

会が持つネットワークをフルに活用できるようにもしている。結構タフな内容である

にも関わらず，現在まで約 179 名が受講している。 
①平成 13 年～宮城福祉オンブズネット「エール」：高齢者障がい者権利擁護活動 
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②平成 18 年～地域包括支援センター総合相談対応のための「宮城県社会福祉士会認定 
社会福祉士講習」実施（延べ 179 名） 

※認定社会福祉士は、県内地域包括支援センター１１６か所中５９か所（９４名）で 

活躍 

③平成 19 年～高齢者虐待対応専門職チーム：地域包括支援センターバックアップ 
 

   今回の津波ことを振り返ると，被災地の支援というより，津波被災地にいる社会福

祉士一人ひとりを心配して始まった活動だった。 
 
２ 東日本大震災発生からの活動 

  津波被災地で，社会福祉士のボランティアを受け入れてもらえるまでの準備に時間 
がかかった。平時の活動により，顔の見える関係ができていたことは大きかったが，被

害が甚大過ぎた。押し付けにならず，負担にも感じないように時間をかけ，少しずつ具

体的に提案していった。市町村と県，行政の担当課間，本所と支所等，できるだけ足を

運んで報告し，話しを聞いていただくことに努めた。市町村の窓口となる人を決めて関

わることにしたが，市町村の調整役を宮城県の長寿社会政策課がおこなったことも効果

的だった。これも平常時の関わりによるものだろう。 
  津波被災地域の行政職員は 100％以上の力で頑張って住民の支援活動している。自らも 
被災し家族を失ったまま働き続けざるを得なかった人達もたくさんいる。そこに私達ケ

アマネジャーや社会福祉士が専門職として何ができるのだろう。 
個人的に，支援物資を運んだり，片付けを手伝ったり炊き出しをしたり，義捐金を送

ったりする人もいるだろうが，「専門職として何ができるか？」である。医療チームのよ

うに，自前で診療車を持ち込み，キャンプし，無料で治療し，無料で薬を出すといった

自己完結な対応をすれば行政に負担はかけないが，ニーズ調査をして問題を見つけて置

いてくるだけでは，被災地の担当者の負担を増やすばかりである。私達も問題を見つけ

たら，当然現地担当者への報告・指示は必要だが，何等かの方法で完結までで関わると

いう，負担をかけない自己完結型の対応をしなければならない。 
また，支援の結果や情報，関わりの経緯等のデータはその市町村のもの，地域包括支

援センターのものであることを理解して関わることも重要である。地域によっては，保

健師の健康調査の結果と，社会福祉士の生活支障調査の結果を一つにファイルして保管

する等の工夫をした。 
社会福祉士会としては，住民に対して独自に直接的に支援するのではなく，行政・地

域包括支援センターの後方支援をおこなうこととした。 
 

 （地域包括支援センターの業務支援） 

   避難所，在宅，仮設住宅での生活の支障を抱えている住民を見つけて問題を解決す 
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ること。被災関連問題解決と生活再建の支援に関する総合相談に対応すること。 
 このような総合相談対応は，平常時に何件もあることではないが，今回の津波被災

よって一気に何千件も発生すると安易に予測できる。しかし，地域包括支援センター

には基本３人しか職員がいない。長期的な人的支援が必要である。 
 また，震災直後から仙台弁護士会の有志による現地活動への同行，個別の同行訪問，

訪問による総合相談対応で関わっていただいた。 
 

３ 今後の被災地での相談支援 

市町村，地域包括支援センターの支援を中核にして，社会福祉士会，ケアマネジャー

協会，弁護士会と協働による，仮設住宅の生活と生活再建に向けての総合相談支援をす

ること。 
①地域包括支援センターの総合相談・権利擁護業務支援 
②仮設住宅サポートセンターの支援 
③仮設住宅のライフサポートアドバイザー，生活支援相談員の活動支援 

  ④仮設住宅を中心とした，福祉・介護・法律等，生活再建に向けての総合相談会等の 
開催と実務 
・ケアマネジャー：高齢者の生活相談と支援 
・社会福祉士：全年齢，全障害がい者の生活相談と支援 

   ・弁護士：生活全般，生活再建に向けての法律相談支援 
 
４ 振り返って思うこと 

①ケアマネジャーのスキル 専門性拡大の必要性：介護保険だけでない総合相談対応 
②地域包括支援センターの総合相談対応能力 
③ニーズ変化への対応  生活支援，生活復興支援のための異業種協働 

         （補償，相続，金銭，債務，養育，介護，土地，就労，住宅… ） 
④活動の自己責任と自己完結：被災地に負担をかけない，仕事を増やさない。 

  ⑤宮城県内の人は津波被災地に，県外の人は宮城県と津波被災地に負担をかけない。 
⑥過去を持ち込まず，比較を口にしない。 
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東日本大震災（宮城県） 

 人口 
2010/2/1 

死者･行方
不明者 5/29 

避難者 
3/14 

住宅全壊 
（流失） 備 考 

山元町 62,881 740 4,191 2,103  
亘理町 34,773 268 6,169 2,369  
岩沼市 44,138 183 5,700 692  
名取市 73,576 1,037 7,012 2,676  
仙台市 1,046,902 691 96,710 9,877  
多賀城市 62,881 187 10,902 1,500  
七ケ浜町 20,377 75 3,871 667  
塩釜市 56,325 21 8,079 386  
松島町 15,017 4 1,900 103  
東松島市 42,859 1,298 13,376 4,791  
石巻市 160,336 5,795 111,295 28,000  
女川町 9,965 1,046 1,160 3,021  
南三陸町 17,382 1,174 7,660 3,877  
気仙沼市 73,279 1,496 17,324 8,383  

計 68,445  仮設住宅 22,516 
地域包括の状況(津波被災地) 

市町村 地域包括支援センター 
設置数 人的被災 施設被災 

仙台市 44 0 3 
石巻市 9 1 4 
塩釜市 3 0 0 
多賀城市 3 0 0 
気仙沼市 1 1 (1) 
名取市 3 0 1 
岩沼市 4 0 1 
東松島市 1 0 0 
亘理町 1 0 0 
山元町 1 0 1 
女川町 1 0 1 
南三陸町 1 0 1 
七ヶ浜町 1 0 0 
松島町 1 0  

計 74 2 12(1) 
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2011.03.11.14:46 東日本大震災 巨大津波 
 
～社会福祉士会等の活動概要～ 

03.11. 午後，仙台戦災復興記念館４階で，宮城福祉オンブズネット「エール」主催の地

域包括支援センター職員研修「セルフネグレクトとその対応」を開催中に被災。 
「セルフネグレクトとは！」という説明をし，次に事例の紹介が始まって間もなく強烈

で長い揺れに襲われた。天井材が落ち始め非常放送が鳴り響き，電気が消えた。参加者全

員屋外に避難し，中止を宣言して解散。たまたま，翌日介護支援専門員指導者研修を担当

するため栃木県宇都宮市に車で行くことになっていたため，ガソリンを満タンにしたばか

りだった。また，会場近くは立体駐車場の多い場所だったが，たまたま平場のコイン駐車

場に停めていて，なぜか停電でも料金を精算して出庫することができた。ビルから避難し

て歩道で茫然としている群衆を脇に見て，信号の消えた国道４号線の大渋滞に巻き込まれ

ながら角田市の事務所へ戻った。 
後で知ったことだが，立体駐車場に停めていた仲間は１週間ほど出庫不能だった。参加

者のほとんどは地域包括支援センターの社会福祉士であったため，何とかして仕事に戻っ

たらしい。直営の包括職員はそのまま数日間缶詰となり住民支援被災者対応となった人も

いたし，自らが避難所に避難せざるを得ない人もいた。 
途中，名取市イオンモール付近の４号線を走っていたころ，車のテレビから不思議な映

像が流れていた。「今，仙台空港に津波がきました！」という生の映像だった。空港の滑走

路にゆっくりと水が入ってきて，車等が流されている映像がはっきりと映し出されている

のだが，「そこまで水が来たんだあ…」と思うぐらいで，実感はまるで無い。信号が消え，

停電であるということは分かっていたが，遅くても明日ぐらいには復旧するだろうと思っ

ていた。携帯電話もメールも通じていたため，翌日のこともあり栃木の担当者とメールで

やりとりし，「明日は大丈夫でしょうか？」のような呑気なやり取りをしていた。仙南地区

の地震自体の被害は，火災も全壊もなく，多少傷んだ程度。 
停電でも，車のテレビで情報を得ることができた。そして，その情報は見れば見るほど

悲惨な情報だった。しかし，まだ現実のこととは思えなかった。 
03.12. 電気，水道がダメ。ガスはプロパンなので可。 
街に行ってみると，ホームセンター等に長蛇の列。500 リットルの水タンクを購入。軽ト

ラックに積んで飲用可能な山の湧水で満たし，近隣住民用の簡易給水所を設置。寒かった

ため，大なべで湯を沸かし，湯の炊き出しを開始。田舎で百姓なので，ご飯はガス釜，灯

油等の燃料の備蓄あり，米や野菜は売るほどある。たまたま，宮城県沖地震で止まってい

た自家水道が今回の地震で復活し，飲めるほどきれいでなかったが近所の生活用水が確保

できた。 
担当利用者の安否確認開始。 
電話もメールも全く繋がらなくなった。すぐに復旧するはずだったのに… 
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03.13. 巨大津波被災地，亘理，山元，岩沼，名取，仙台へ。宮城県庁へ出向き，担当課：

長寿社会政策課と協議。「避難している要介護者保護支援を担当する」こととする。 
 悲惨な津波の報道は続き，不安と心配は増すばかり。電話が全く繋がらず復旧の見込み

も立たないので直接行くしかない。 
現場に行って茫然とした。海岸から数キロ離れた町はずれまで海になっていた。大雨に

よる洪水とも違う。当然通行禁止で奥まで入れない。付近の老人保健施設内は混乱し，デ

イケアの利用者がそのまま寝泊りしている，家族と全く連絡がとれない，職員の安否もわ

からない，職員も家族の安否がわからないまま働いている…等聞かされる。 
ここで初めて，甚大な被害であることと，地震の被災地と津波の被災地は全く違うとい

うことを実感した。「大津波被災地と大津波被災地の避難所に数多くいるはずの要介護高齢

者の保護」の支援をすることとして宮城県庁に向かった。信号が消えたままの道路は車の

数も少ない。停電なのでガソリンスタンドも営業していない。途中，仲間のいる岩沼市沿

岸の高齢者施設向かうと，東部道路を超えてすぐのコンビニが津波の被害を受けていた，

仙台空港近くの倉庫や航空大学の駐車場が自動車とセスナが重なり合って水に埋もれてい

た。道路は，車がやっと通れるぐらいに自衛隊がボロボロの車と瓦礫を寄せてくれていた。

馴染みの光景が一変しており，水も引かず目的の施設にはたどり着けなかった。仙台市内

に入ると，ダイエーが営業しており，数百メートル以上の長蛇の列ができていた。県庁の

周りは自衛隊の車だらけ，路上駐車し県庁７階の長寿社会政策課に向かった。県庁１階ロ

ビーには日赤支援物資の毛布が山積みされ，３階まで避難者で溢れていた。当然エレベー

ターは動いておらず，階段を上って長寿社会政策課に着くと，課長の渡辺さんを始め全員

が揃っており，緊急対応と調整にあたっていた。ケアマネジャー協会としての対応方針「大

津波被災地と大津波被災地の避難所に数多くいるはずの要介護高齢者の保護」を伝え，ケ

アマネジャー協会が手分けして施設の受け入れをお願いしてくることにした。避難所に保

護の必要な要介護高齢者がいたら，市町村から県へ連絡，県が施設を探し何等かの方法で

移送し，緊急入所という流れを作っていただいた。 
戻る途中に，社会福祉士のいる名取市閖上の施設に向かったが予想通り通行止め。沿岸

から５キロは離れている東部道路を超えて津波に襲われていた。こちらは自動車と船と瓦

礫が混在していた。馴染みの地形地理が分からなくなっている中，通行止めと冠水を回避

しながらナビを頼りに目的地に向かう。途中，片付けしている人に聞くと「昨日はここも

海だった。」と聞かされる。冠水と火災により目的施設の数百メートル手前で断念せざるを

得なかった。 
03.14. 避難要介護者保護に向けて，宮城県，被災市町，受け入れ施設と調整へ。 
居宅介護支援事業所として改めて利用者の安否と支援の必要性を確認。デイサービスが

スットプし，ガソリンが無いために訪問介護も危なくなってきていた。家族で対応ができ

るのか，代替えサービスが必要なのか，停電による支障（エアーマット，酸素，吸引等）

への対応等の確認と調整だった。合わせて，仙南の高齢者施設への救急入所受け入れ要請
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のため手分けしてお願いをして歩いた。水，食料，燃料の不足する中，訪問したすべての

施設で受け入れを受諾していただいた。 
ガソリンスタンドで，手回しでの給油が始まる。契約スタンドで優先給油してくれると

いうのでいくらか安心。 
03,15~16 ガソリン調達（新潟へ・・・） 
安心していたら，すぐガソリンが底をつき，いつ入荷するかわからないという。 
まだ，仙南しか行っていないのに… 
携帯電話もなんとか繋がるようになってきた。 
宮城県内はあきらめ，秋田と山形と新潟の仲間と連絡をとり，なんとかガソリンを調達

してほしい，タンクローリーを借りても取りに行く！とか無謀なお願いをした。新潟燕三

条の社会福祉士，池内さんが骨を折って調達してくれた。「計画停電があるかもしれないの

で，明日朝７時に来てくれ！」という嬉しい連絡。「行きます！」と即答したものの，さて

どうしよう。新潟燕三条まで片道 300 キロ，車のタンクのガソリン残が約 30 リットル，燃

費はリッター8 キロ，エコで走ればなんとかなるかも，自宅にガソリン携行缶が４つ，その

他は近所の農家等から借りて 240 リットル分確保した。先方のスタンドの人に御礼の電話

を入れると大変気持ちの良い対応をしていただいた。さすが中越地震や水害を経験してい

る新潟の人だと感じた。 
夜 0 時出発，季節外れの大雪だった。高速道路は入れないので一般道 113 号線を使って

新潟へ。山形に入るとコンビニが開いていた。久しぶりの光景だった。朝 6 時ごろスタン

ドに到着。待っていると間もなく担当の人が到着し，給油してくれた。聞くところによる

と，自家用車で運べるのは 40 リットルまでだそう。今回は非常時ということと，自己責任

でということで，勝手に納得させた。その後，池内さんと連絡をとり施設にお邪魔して御

礼を伝えた。同じ社会福祉法人の社会福祉士である高橋さんにも会い，状況の報告と感謝

を伝えた。さらに，私の好きな新潟の地酒をたっぷりいただいて帰路についた。新潟の社

会福祉士会のみなさんとは，介護保険前からの付き合いである。多少遠いが，高齢者ケア，

権利擁護等互いに行ったり来たりする仲間である。今回も気持ちよくお世話になった。途

中支援物資の調達もした。コンビニ 2 軒を廻り，カップ麺とチョコレートを買占め，下に

はガソリン，上には食糧で，ワゴン車が満杯になった。雪で寒かったが，窓を開け，ヒー

ターを切って爆発しないように静かに走って帰る。ついでに，髪が伸びて邪魔だったので

途中の美容院に寄った。計画停電が中止になり，ちょうど店を開けにきたところを急ぎで

お願いしたのだが，快く応じてくれた，宮城からガソリンを調達しに来たこと等を話しな

がら短くカットしてもらった。料金を払おうとすると，「お金はいらない。」と言われ，避

難所が寒いと話していたら，大きい袋に一杯の防寒着を持たせてくれた。さすが新潟の人

だと改めて思った。とても暖かく有りがたかった。また，新潟市内の弁当屋に寄り種々の

弁当を大量に購入。夕方，無事に角田の事務所の戻り，ガソリンと弁当をスタッフみんな

で分けた。北に向かう準備ＯＫとなる。 
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03.17.東松島，石巻，女川へ。役員・支部役員等の安否確認と連絡体制確保。（清野，内田，

小湊，他７名） 
 前日から連絡をとり，社会福祉士清野さん，内田幸雄さん，社会福祉士会事務局及川さ

ん，我事務所４名の７名で，宮城県庁に向かう。長寿社会政策課で打ち合わせ後，高速道

路に入れる「緊急車両ステッカー」を用意いただき，石巻方面へ向かう。 
 東松島市。３年間毎月１回，主任介護支援専門員の勉強会に通っていたところであり，

矢本のケアマネ連絡会でも年に数回関わらせていただいていた。勉強会の主催者である東

松島市地域包括支援センター所長の真籠さんの安否が気にかかる。健康センターに着くと

馴染みの保健師さんたちに会うことができた。本所に向かうとボロボロになった真籠さん

と再会することができた。訪問中に津波に巻き込まれ，車ごと流されたが九死に一生を得

たそうだ。良かった。またすぐ来ることを約束して次に向かう。 
 石巻市。石巻河南インターを降りて川に近づいたあたりから津波に襲われていた。ケア

マネジャー協会石巻支部長丹野さん，副支部長の江藤さん。2 人共被災したが生きていた。

患者で溢れる石巻赤十字病院で再会することができた。薬剤師である丹野さんは，石巻市

立病院近くで薬局を経営していたが，流され，燃えた。その後ずっと日赤に詰め医療チー

ムの一員として活動していたということだった。ガソリンや食料の支援物資を置き，すぐ

また応援に来ることを伝えた。石巻市役所を訪れ，介護保険係と話す。雄勝の特別養護老

人ホームが孤立し，崖から落ちそうだということだった。県庁と連絡をとりながら避難所

へ。避難所になっている石巻専修大学。留置カテーテルを使用している寝たきりの高齢者

１０名ほどが，コンクリートの廊下の踊り場に僅かの毛布をしいただけの状態で避難して

いた，救急センターの看護師が慣れない介護を担当し，どうすれば良いのか連絡もつかな

いまま介護にあたっていた。とりあえず必要なポカリスエットと水，新潟から預かったも

のと持ち寄った防寒着を置き，今後の対応を考えながら女川に向かった。 
 女川町。真っ黒い泥にまみれた石巻市を抜け女川に近づくと，奇跡的にほとんど津波の

被害を受けていない万石浦が現れた。しかし，万石浦を抜けるとそこは別世界だった。女

川町は何も無くなっていた。瓦礫に埋まり，海抜 18 メートルの高台にある病院も一階部分

が津波に襲われていた。当日ケアマネジャー協会石巻支部の研修会がこの場所でおこなわ

れており，病院患者の避難誘導にあたるが被災は免れなかった。鉄筋コンクリートの堅牢

な建物がなぎ倒され，３階建てのビルの屋上に車が乗っていた。 
 女川町の社会福祉士，ケアマネジャーに会うことはできなかったが，福祉の担当者に会

うことができ，生存は確認できた。会った町の担当者も家も家族も失っていたり，心身と

もに受けた傷は計り知れない。 
 一同茫然としながら仙台を経由して帰る。3 月 17 日雪。高速道路はアイスバーン。仙台

市内は積雪 20 センチの大雪だった。 
日本介護支援専門員協会副会長３名（森上，高橋，濱田氏）宮城に来る。 

県庁で日本介護支援専門員協会副会長３名と合流。この早い時期に来ていただいたこと
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に感謝します。 
03.18.南三陸，気仙沼へ。役員・支部役員等の安否確認と連絡体制確保。(清野，内田幸，

小湊) 
 ３名で南三陸に向かう。三陸道を終点まで走り，本吉街道から南三陸町志津川へ入る。

山の途中から急に津波の襲った跡が現れる。女川同様壊滅である。何度も通って知ってい

るはずの道路がわからない。目印が無くなっている。避難所になっているベイサイドアリ

ーナ，歌津中学校に出向くが，以前から世話になっている保健師やケアマネジャーに会う

ことが出来なかったが，無事というか生きていたことは確認できた。ただ，家も事業所も

家族も亡くしたこと知った。三陸の浜や港が万遍なく破壊され，道路が寸断されている。

迂回路を通って気仙沼へ。 
 気仙沼市。森田先生と途中で電話が通じた。病院も津波に襲われ 2 メートルほど水が来

た跡が残っていたが，診察を初めていた。再会でき，清野さんが大騒ぎだった。森田先生

と共に気仙沼市役所に行き，今後の支援の在り方と要介護高齢者保護の方法について知ら

せた。気仙沼，南三陸は，登米の人たちが中心となって支援することを伝えた。 
   亘理町，山元町状況確認，仙南保健福祉事務所へ状況報告。 
 角田の事務所のスタッフが分担して，施設，事業所，包括支援センター，保健福祉事務

所に状況報告と今後の支援について伝えた。亘理町では，町内施設の受け入れ準備ができ，

ケアマネ連絡会のメンバーが避難所高齢者のアセスメントを開始し，夜には緊急入所の必

要性が検討された。 
03,20.宮城県社会福祉士会，日本社会福祉士会として「津波被災地の地域包括支援センター

の支援をする」をすることになる。日本社会福祉士会本部担当者が来仙。 
社会福祉士会として，津波被災地の地域包括支援センターの支援に入ることになる。災

害支援委員長西澤さんを中心に総合相談支援の準備を開始する。 
日本社会福祉士会副会長田村さん他，仙台入りしていただき協議。 

03,22. 南端：山元～北端：気仙沼の包地域括支援センターへ。 
 宮城県社会福祉士会副会長鈴木守幸さん，災害支援委員長西澤さん，事務局及川さんと

小湊で，直接会った方が良いと思われる地域包括支援センターを訪問し，現状の把握と，

社会福祉士会ができる支援内容伝えて歩いた。分かったことは，直営の地域包括支援セン

ターの職員は，直接避難所に張り付いて住民支援をおこない，地域包括支援センターの役

割まで担うことができない状態で，気仙沼市は連絡もとれない状況だった。（山元町，亘理

町，東松島市町地域，女川，南三陸町，気仙沼市） 
また，委託の地域包括支援センターは，所属法人の業務が優先される傾向があった他，

石巻市では地域包括支援センターが被災し要支援者の安否確認に追われていたところもあ

った。 
 北に向かう途中の気仙沼市本吉町で，南三陸歌津のケアマネジャー三浦さんと連絡がと

れ，やっと再会。気仙沼市では地域包括支援センター職員はまだ避難所対応に追われてい
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た。 
03.24. 避難所（被災）高齢者アセスメント表作成 
 日本介護支援専門員協会のボランティア拠点が自治会館 208 に置かれた。東松島市地域

包括支援センターの機能が回復し，25 日から避難所高齢者アセスメントを開始することに

なった。それに合わせ，緊急入所の必要性を市に根拠を持って伝えために，「避難所高齢者

アセスメントシート」を作成し，ＨＰからダウンロードできるようにした。また，「ボラン

ティア心得」が作成され，同様にＨＰに載せた。 
03.25. 日本介護支援専門員協会ボランティア始動。（東松島市アセスメント） 
東松島市，石巻市，女川町へ仙台弁護士会の弁護士有志も同行 
 避難所高齢者アセスメントを開始するにあたり，東松島市の担当者（担当係長，包括支

援センター職員との打ち合わせをおこなった。話し合いには，小湊の他，仙台弁護士会有

志の村田先生，大橋先生，宮城福祉オンブズネット「エール」の谷さんも同席した。数日

前，大橋先生から「どのような恰好で行けばいいですか？」と聞かれたので「汚い恰好で

いいです」と言ったら，当日『無精ひげ』をはやしてやって来た。 
03,26. 宮城県社会福祉士会役員会開催。宮城県社会福祉士会は「津波被災地の地域包括支

援センターの支援をする」ということを確認する。 
宮城県社会福祉士会は，東松島市の地域包括支援センターへのボランティア支援をモデ

ル的に進めることとで調整を始める。ボランティアは日本社会福祉士会にお願いし，宿泊

場所は，地域包括支援センター所長の真籠さんが市職員と同様の場所を手配してくれるこ

とになる。宮城県社会福祉士会からは，認定講習受講者を中心に総合相談対応ボランティ

アを募る。 
03.28. 会員及び居宅介護支援事業所安否確認開始 
 電話が概ね復旧したため，津波被災地域が住所か勤務先になっている会員を対象に，改

めて安否確認を開始する。 
03.28. 避難所に要介護高齢者が多数存在！ 
宮城県が，避難所要介護者を県内の特養・老健で入所定数の１０％の緊急入所受け入れを

強力に指示。 
 津波地域の避難所によっては，５０名近く要介護高齢者が避難所にいることが判明。当

初は天災だが，３週間近くたってのこの状態は人災だ。この状況を県の担当課に報告し，

宮城県から，さらに強力な緊急入所受け入れを県内すべての特養，老健に通知していただ

け，新聞報道もなされ，急速に改善された。これでこそ行政，頼もしかった。 
03.29. 日本自動車間売協会連合会宮城県支部より，ケアマネボランティア用車輌の提供を

いただく。 
 日本自動車販売協会連合会宮城支部より，活動用の自動車を無償で借りることができた。

3 月 25 日から日本介護支援専門員協会のボランティアが東松島市に入っていただいている

が，仙台の東北福祉大学関連の施設を拠点としているため，自動車での移動である。中心
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で活動している，三重県の小林さんと受け取ってきた。当初は 5 人乗りのステーションワ

ゴンだが，後日 8 人乗りの福祉車両のワゴン車と交換していただけるそう。 
 当初，とあるディーラーの営業担当者に「ボランティアで使うので保険付きの車をただ

で貸してほしい！」と無謀なお願いをした。車が多数流され台数不足の中，無理なお願い

だったが，検討もせず無理と言われる。所長に直接交渉も却下。やむなく宮城の本店に直

接交渉すると，やや良い感じで返事待ちとなった。しかし結果は同じ。自販連という販売

店の連合会を紹介だけしてくれた。自販連に行き，担当者に事情を説明させていただくと，

大変好意的に対応をしていただき，結果的にお借りすることができた。車両提供はホンダ

カーズ宮城でした。厚く感謝無押し上げます 
03.30. 宮城県保健福祉部，長寿社会政策課と石巻との協議 
 宮城県保健福祉部次長の佐々木さん，長寿社会政策課小松さん他を車に乗せ，石巻方面

に向かった。石巻市に着くと石巻市の部長，課長他担当者と県とケアマネ協会と社会福祉

士会の緊急合同会議を開催することになった。県の役割と福祉団体の支援内容の確認が一

度にできた。その後石巻，女川を視察した。早いうちに県の中枢の人達に現地に足を運ん

でいただくのは有りがたいことである。 
04.01～総合相談ボランティア開始。（東松島市地域包括支援センター） 
 地域包括支援センターの福祉の総合相談対応社会福祉士ボランティア始動。日本社会福

祉士会から，常時 2 名，4～5 日交代で来ていただく。第一陣は，山形の川部さんと大阪の

三木さん。 
04.02. 長寿社会政策課と気仙沼市との協議 
 気仙沼市役所を会場に，気仙沼市担当課長，地域包括支援センターと宮城県長寿社会政

策課課長，宮城県ケアマネジャー協会，宮城県社会福祉士会と合同会議を開催。 
 宮城県社会福祉士会が福祉避難所運営，宮城県ケアマネジャー協会が避難所高齢者アセ

スメントを実施し，気仙沼のケアマネが医療チームと合同で巡回することとなる。 
04.04. 石巻市のボランティア活動拠点調整 
 日本社会福祉士会担当者と石巻へ。東松島市と石巻地域包括支援センター社会福祉士ボ

ランティアの拠点調整。社会福祉士会西澤さん，及川由さん，小湊，で地元社会福祉法人

役員渡辺さんと協議。特養涼風苑施設長曽根さんと面接調整する。 
04.04. 地域包括支援センター支援調整担当を決める 
 亘理町，山元町：加藤美和子さん 
 名取市，岩沼市，東松島市，石巻市，女川町，南三陸町，気仙沼市：小湊 
 仙台市，多賀城市，塩釜市，七ケ浜町：鈴木守幸さん 
04.05. 亘理町地域包括支援センターで総合相談支援 
 福祉避難所高齢者の行政手続きや自宅確認等をするために，社会福祉士加藤美和子さん

とケアマネジャーがボランティアで入る。 
04.09. 気仙沼市福祉避難所運営とアセスメント 
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 登米市の社会福祉士とケアマネジャーが担当。当面週 3 日 2～3 名ずつ対応する。 
 担当は，社会福祉士：鈴木俊彦さん，ケアマネジャー：佐藤敏明さん 
04.12. 石巻市現場担当者との協議 
 避難所高齢者アセスメント，地域包括支援センターへの支援について石巻市介護保険係

西条さんと協議。石巻市では支援の必要性があれば，宮城県の長寿社会政策課に調整を含

めて職能団体に依頼することにしていた。地域包括支援センターの体力回復まで，顔をだ

し，足を運び見守ることとする。 
 このころから，日本介護支援専門員協会のボランティアと宮城県，はそれぞれ別の依頼

により活動をするようになった。 
 ボランティアは，市町村から県に依頼，県から社会福祉士会とケアマネ協会に依頼する

ことによって動くという体制が出来上がった。「団体の想いで勝手に動くな！」ということ

である。主体は市町村であり支援団体ではない，という重要な考え方である。 
04.14. 南三陸町現場担当者との協議 
 南三陸町地域包括支援センター高橋保健師とやっと会えた。自宅が被災したため避難所

に寝泊りしながら仮設の庁舎での業務だった。地域包括支援センターの業務支援，二次避

難所での支援について伝え，連絡待ちとした。 
   多賀城市地域包括支援センターに支援開始 
 中央包括支援センターへ。岩崎さん，庄子さん 
04.18. 石巻市地域包括支援センターとの協議 
 「地域包括支援センターの支援が必要！」と石巻市の，とある地域包括支援センターか

らの要請があり，会議への出席を石巻市から依頼された。日本介護支援専門員協会森上さ

ん，宮城県ケアマネジャー協会石巻支部長丹野さん，副支部長江藤さん，小湊，出席。 
ネット情報により「何とかしなければ」と思って来ていただいたことによる混乱。 
04.20～総合相談ボランティア開始。（南三陸町） 
 日本社会福祉士会ボランティアによる総合相談支援開始。ベイサイドアリーナでの相談

会と訪問相談を開始する。南三陸町地域包括支援センター保健師高橋さんが調整。 
04.22. 石巻市雄勝町の実態調査と担当保健師との協議 
 宮城県社会福祉士会により，雄勝町避難所のアセスメント実地調査実施。石巻総合支所

保健師との協議。 
04.24. 石巻市牡鹿町の実態調査と担当保健師との協議 
 石巻市牡鹿総合支所保健師と，地域包括支援センター支援，対応の方法について協議。 
04.28. 厚生労働省川又課長と協議 
 仮設住宅サポートセンター，事業所再建支援の仕組みについて説明をいただく。必要事

業所に早速通知する。やはり，国の課長クラスが現地入りしていただくのは有りがたいこ

とである。 
04.29. 石巻視察案内：厚生労働省川又課長 
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 川又課長，日本介護支援専門員協会鷲見さんと石巻に入る。合併前旧町の被災状況を見

ていただく。 
05.02～石巻市雄勝包括：生活支障アセスメント開始 
 冠水，道路破損等危険を伴う雄勝町は宮城県社会福祉士課会が担当する。旧町役場，消

防署，警察署，病院，コンビニ，すべて壊滅した地域である。 
避難所やライフラインの途絶えた地域の生活の支障を聴取した。まずは趣旨説明を地域

で活動している民生委員にする。仙台弁護士会大橋さんも同行。病院のように管理された

準福祉避難所の実情も確認できた。 
05.05. 東松島市：健康支援調査開始。 
 東松島市のヘルス部門からの依頼で，宮城県ケアマネジャー協会が健康調査のボランテ

ィアを開始する。健康調査の結果を国際医療チームにデータと共に報告。翌日医療チーム

が調査地域で臨時診療所を仮設し無償で診療するという状況。 
05.11. 石巻市渡波包括：生活支障アセスメント開始 
 宮城県内４か所目の日本社会福祉士会ボランティア始動。復旧した地域包括センターで

開始。 
 東松島市真籠さん，石森さんを連れて，女川町と雄勝町に行く（震災後初の外出）。社会

福祉士会西澤さんがニュースゼロの取材を受ける。 
 電話で社会福祉士会会長鈴木さんと議論中，「津波被災の現場に行ったからといって『誰

もが何とかしなければならない！』と思うとは限らない。」と言われ，唖然とし，降参…。 
05.16. 日本介護支援専門員協会木村会長と協議 
 日本介護支援専門員協会課長木村さんと宮城に来る。宮城県ケアマネジャー協会三上会

長と協議。その後被災地を視察していった。 
   岩沼市：健康調査開始。～７月 
 岩沼市ヘルス部門より，仮設住宅と被災地住宅の健康調査開始。宮城県ケアマネジャー

協会と，宮城県社会福祉士会で担当した。 
05.19.～石巻雄勝町外出支援開始（継続中） 
 生活活性のための外出支援開始。ケアマネで社会福祉士の清野さんとその相方が担当し，

毎週通うことになる。温泉に入って，買い物して，話しをして，楽しんでもらえるといい

なあ…。 
05.20. 石巻市稲井地域包括支援センターでボランティアの情報交換会開催。（西澤，及川健，

及川由，小湊），その後準福祉避難所で日本ＭＳＷ協会と協議。 
 石巻市地域包括支援センター打ち合わせ，県保健福祉事務所小川さん，石巻市西條さん

同席し今後の支援体制確認。「本来の地域包括支援センターの役割を！」 
05.23. 石巻市中央包括：生活支障アセスメント開始 
 宮城県内５か所目の日本社会福祉士会ボランティア始動。 
仙台市：認知症ケアについての協議 
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 仙台市の認知症ケアに関する支援のあり方について協議 
05.26 石巻市桃生準福祉避難所：生活支援打ち合わせ 
 石巻市，県保健福祉事務所からの依頼で，生活支援についての支援について協議。 
06.02～石巻市桃生準福祉避難所：生活支援開始（～6.16） 
準福祉避難所から仮設住宅や施設，自宅に戻るための総合相談支援開始。宮城県社会福

祉士会，仙台弁護士会有志で担当。補償申請から，通帳再発行まで…。 
弁護士の小幡先生は『スカートしか所持していない。』ことが判明。 

06.13. 亘理町：仮設住宅居住者支援について協議 
 亘理町担当課長，地域包括支援センター條さん他と，仮設住宅サポートセンター設置に

向けて，宮城県社会福祉士会，宮城県ケアマネジャー協会の支援体制について説明協議。

仮設住宅で相談会開催することになる。 
06.21. 気仙沼市：仮設住宅居住者支援について協議（西澤，及川由，小湊） 
 宮城県社会福祉士会，宮城県ケアマネジャー協会，仙台弁護士会の支援体制について，

気仙沼市地域包括支援センター保健師村上さん，社会福祉士村上さんと協議。待ちとする。 
06.24. 石巻市地域包括支援センター打ち合わせ 
 地域包括支援センターの状況とボランティアの意見交換会実施。仮設住宅への支援と，

宮城県社会福祉士会の活用について説明合意を得る。 
06.25～亘理町：仮設住宅での総合相談支援開始(7.2４まで 5 回実施) 
 メニューは，仮設住宅での生活と生活再建に向けた，福祉・介護・法律相談と対応。待

ちの相談会と訪問を合わせて実施。 
 仮設住宅の部屋から出てきていただけるよう，かき氷，コーヒー等の交流のきっかけも

作った。 
08.02.石巻市仮設住宅総合相談実施に向けての打ち合わせ（西澤，高橋了，小湊） 
石巻市仮設住宅運営管理室担当者と協議。宮城県の支援体制もお知らせし，市内全域の

バランスや仮設住宅の状況に合わせ，8 月 20 日から実施することになる。 
08.20～石巻市：仮設住宅での総合相談支援開始 
 ヘルス，介護担当課と打ち合わせながら総合相談を実施する。20 日開成，27 日渡波，9
月 4 日開成，10 日南境，17 日女川町。 
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09.02～女川町：地域包括支援センター支援開始 
09.05～宮城県サポートセンター支援事務所開設 
 宮城県，宮城県社会福祉士会，宮城県ケアマネジャー協会，仙台弁護士会の専門職団体

と，NPO，県社会福祉協議会で，仮設住宅サポートセンターの支援を開始する。 
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（宮城県社会福祉士会等による震災支援） 
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宮城県では 
 

高齢者の介護や生活全般の相談を 

宮城県ケアマネジャー協会の ケアマネジャー が 

 

児童と，すべての年代の障がい者の相談を 

宮城県社会福祉士会の 社会福祉士 が 

 

生活再建に向けた法律相談を 

仙台弁護士会所属の 弁護士 が 

 

受けるしくみができました 
 
 

 

～相談窓口は～ 
 

仮設住宅団地のサポートセンター（近々設置予定） と 

最寄りの地域包括支援センターです。 

 

 

 

地域包括支援センターには 

 社会福祉士 と ケアマネジャー と 保健師 がいます 

 

気軽に 早めに ご相談下さい 

 

 

 

平成２３年８月２7日 



 

 

 

 

石巻市では、社会福祉士，弁護士，ケアマネジャー等専門職，地域包括支援

センターと協働して生活の総合相談対応をおこなっていきます。 

震災から復興し、生活を立て直すまで、長い時間がかかると思われます。 

今の生活の困りごとや、これから生活する上での丌安や悩み等をできるだけ少なく

できるよう、下記の日程で福祉・生活の困りごと相談を開催します。 

また，全戸を訪問させていただきますので，気軽にお話いただければと思います。 

集会所前では，かき氷，コーヒー（無料）も用意していますので，みなさん

ご利用ください！ 

 

日  時 時  間 場  所 

８月２７日（土） 
午前１０時～１２時 

午後１時～午後３時３０分 

渡波第１団地 
集会所 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

自分の家族だけではなく、近所に気になる方がいれば、併せてご相談下さい。 

秘密は守ります。 

 

○ 介護や福祉などのサービス、手続きについて知りたい。 

○ 家族のことや仮設での生活について、悩み事がある。 

○ 外出できない，楽しみがない。 

○ 丌安になる。悲しくなる。 

○ 話し相手がいない。近所とうまくいかない。 

○ 救済制度や支援制度について知りたい。 

○ 法律問題、経済問題、保険や相続等の問題を抱えている。 

 ◯ 生活再建に向けて相談したいことがある。 

例えば・・・ 

(実施団体)  

宮城県社会福祉士会 

仙台弁護士会所属弁護士 

宮城県ケアマネジャー協会 

（お問い合わせ） 

宮城県社会福祉士会 

電話 022-233-0296 

仮設渡波第１団地と 付近の仮設住宅のみなさま

へ 



宮城県社会福祉士会 

認定社会福祉士講習（７期生） 
のご案内！ 
 

地域包括支援センターの社会福祉士！ 
専門性を高めたい社会福祉士！ 
ネットワークを持ちたい社会福祉士！ 
社会福祉士以外の人も！ 
 
地域で生活している高齢者・障がい者等に 
包括的な福祉･権利擁護に関する支援を行うことのできる，質の高い社会福祉士を養成し 
地域包括支援センターでの社会福祉士の活動及び業務を 
宮城県社会福祉士会がバックアップします。  

社会福祉士は福祉のことは何でもＯＫ？・・・ そう簡単にはいきません。  
地域生活に関する総合福祉相談、権利擁護、機能的ネットワーク・・・ 

先ずは２３の領域に整理して勉強し演習します。 
 講義，演習，試験，レポートもあります。 

 
４月から毎月１回、社会福祉士及び、弁護士，医師等，専門知識を持ち実務に精通した 
“スペシャリスト”を講師に招きます。 

また、受講者とその業務を２４時間サポートし相談を受けます。 

７期生募集定員は２０名 申し込み締め切りは４月１５日（日） 
※詳しくはホームページ http://www2.ocn.ne.jp/~macsw/をごらんください。 

 
一般社団法人 宮城県社会福祉士会 事務局 
   〒981-0935 仙台市青葉区三条町 10-19 PROP三条館内  
   TEL 022-233-0296  FAX 022-393-6296 
   Email：fukurou@seagreen.ocn.ne.jp  URL：http://www2.ocn.ne.jp/~macsw/  
   

 問い合わせは，上記 TEL(10時～16時), FAX, E-mailで！（担当：及川由佳） 
 

平成２４年２月２９日 



宮城県社会福祉士会認定社会福祉士講習(７期生) 開催要項 
 

～宮城県社会福祉士会 認定社会福祉士とは～  
 ①福祉制度全般に関する知識を持ち相談に応じることができる。②権利擁護に関する知識
とネットワークを持ち、解決に向けた調整・介入ができる。③ソーシャルワークに関する
知識及び技術を持ち地域福祉を実践することができる・・・ように、宮城県社会福祉士会
の認定講習を受けている社会福祉士のことを言います。 
  
  宮城県社会福祉士会は受講者に対し、地域包括支援センターの社会福祉士業務支援及
び社会福祉士の総合相談支援対応のため、下記のことを実施します。 

 ① 専門性を高め、実践するための研修をおこなう。  
 ② 権利擁護を理解し、他団体、専門職者とのネットワークを作ることを支援 
する。  

 ③ 面接、集団援助、地域援助活動のスーパービジョンをおこなう。  
 ④ 継続的に、助言及び相談支援をおこなう。  
 
日 時：平成２４年４月以降の毎月第４か第３日曜日 ９時１５分～１７時３０分 
    ４月２９日、５月２７日、６月２４日、７月１５日、８月１９日 

９月２２～２３（合宿）、１０月２１日、１１月１８日、１２月１６日、 
１月２０日、２月１７日、３月１７日の予定。 

 
会 場：ＰＲＯＰ三条館 ２Ｆ研修室 
    仙台市青葉区三条町 10-19  TEL022-233-0296 FAX022-393-6296 

※駐車場はありません。（公共交通機関をご利用ください。） 
 
内 容：① 法令制度の理解に関すること 
    ② 制度利用・手続きに関すること 
    ③ 権利擁護・成年後見に関すること 
    ④ 相談援助に関すること 
    ⑤ 地域ネットワークに関すること 
    ⑥ ２４時間、Ｅメール・電話によるサポート その他 
 
講 師：各福祉領域等に知識と実践のある人（他の専門職も含む） 
 
対象者：① 宮城県社会福祉士会会員 

ア 地域包括支援センターで勤務する会員 
イ 社会福祉士としての専門性を高めたい会員 
ウ ソーシャルワークのネットワークを持ちたい会員 



② 宮城県社会福祉士会非会員 
ア 地域包括支援センターで勤務する非会員 
イ 社会福祉士としての専門性を高めたい非会員 
ウ ソーシャルワークのネットワークを持ちたい非会員 

※ 介護支援専門員，看護師等，社会福祉士の資格を持たない人も受講可能です。 
 

定 員：２０名（定員を超えた場合は選考する場合があります。） 
 
費 用：年額６０,０００円（非会員８０，０００円） 
 
申 込：別紙申込書にてＦＡＸでお申込みください。 
 
締 切：平成２４年４月１５日（日） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



                   内  容                  
  
※年度ごとの必要性に沿い，変更の可能性があります。 

種 別 備 考 
社会福祉士の質 社会福祉士の専門性，社会福祉士の倫理綱領，相互批判と相互提案 
宮城県社会福祉士会認定
社会福祉士の質 

認定社会福祉士の行動規範，質を確保するための方法，宮城県社会福祉
士会の機能と責務 

カウンセリング 交流分析（ＴＡ）の理論，カウンセリングの実際 
権利擁護センター「ぱあと
なあ」，成年後見 

ぱあとなあの機能と役割成年後見制度，後見人の倫理，成年後見手続き
等後見活動の実際 

消費問題 高齢者障害者の消費者被害の実際と対応，消費生活相談センターとの連
携の方法 

ケアマネジメント 介護保険と高齢者ケアのあり方，課題分析・ケアプラン策定の実際 
認知症・精神疾患 認知症・精神疾患の理解，認知症ケアの実際 
権利擁護 権利の理解と権利擁護の必要性，高齢者虐待防止法，虐待対応への実際 
地域福祉 市町村社会福祉協議会の機能と役割，地域福祉援助の技術と実際，社会

福祉調査の技術と実際 
ネットワーク 地域，人的，職能団体，民間団体，総合的ネットワーク・・・の実際 
法 律 高齢者障害者に関する法律の知識と活用方法（民法・虐待防止法・消費

者契約法・公益通報者保護法・・・） 
医療福祉，地域医療 医療の知識と制度，医療保険の概要，医療福祉制度の理解と活用方法，

ターミナルケア，緩和ケアの実際 
看 護 看護の知識と制度，特定疾患他、福祉職に必要な看護の知識 
身体障害者福祉 身体障害の理解，身体障害者福祉制度と活用の実際 

行政（県市町村）の義務と権限の理解と市民の権利と利益 
知的障害者福祉 知的障害の理解，知的障害者福祉制度と活用の実際，行政（県市町村）

の義務と権限の理解と市民の権利と利益 
精神障害者福祉 精神障害の理解，精神障害者福祉制度と活用の実際，行政（県市町村）

の義務と権限の理解と市民の権利と利益 
児童福祉 児童福祉制度と活用の実際，児童虐待防止，行政（県市町村）の義務と

権限の理解と市民の権利と利益 
面接・対人援助 対人援助の知識、技術、相談援助の実際 
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